
（第 8 期）

自 2025年  4月  1日

至 2026年  3月 31日

ＯＫＢ証券株式会社

岐阜県大垣市郭町二丁目２５番地

Ｋｉｘ中央ビル１Ｆ



負債の部

科  目

流 動 負 債【 】

預 り 金

顧 客 か ら の 預 り 金

そ の 他 の 預 り 金

未 払 費 用

未 払 法 人 税 等

未 払 消 費 税

賞 与 引 当 金

固 定 負 債【 】

役員退職慰労引当金

特 別 法 上 の 準 備 金【 】

金融商品取引責任準備金

負 債 合 計

金  額

】【 8,527,160

8,266,782

7,893,268

373,514

106,751

114,986

29,450

9,189

】【 3,490

3,490

】【 2,313

2,313

8,532,964

純資産の部

科  目

株 主 資 本【 】

資 本 金

利 益 剰 余 金

そ の 他 利 益 剰 余 金

繰 越 利 益 剰 余 金

純 資 産 合 計

負 債 純 資 産 合 計

金  額

2,047,275】【

1,500,000

547,275

547,275

547,275

2,047,275

10,580,239

科  目

資産の部

流 動 資 産【 】

現 金 及 び 預 金

預 託 金

顧 客 分 別 金 信 託

立 替 金

募 集 等 払 込 金

前 払 費 用

未 収 収 益

固 定 資 産【 】

有 形 固 定 資 産

建 物

器 具 ・ 備 品

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

投 資 そ の 他 の 資 産

敷 金 及 び 保 証 金

繰 延 税 金 資 産

資 産 合 計

金  額

10,344,383】【

1,697,369

8,500,000

8,500,000

759

17,600

11,333

117,321

235,856】【

57,837

46,791

11,045

153,839

153,839

24,179

14,382

9,796

10,580,239

(単位：千円)

貸 借 対 照 表

ＯＫＢ証券株式会社

2026年  3月 31日 現在



科  目

営 業 収 益

受 入 手 数 料

トレーディング損益

金 融 収 益

そ の 他 の 営 業 収 益

金 融 費 用

純 営 業 収 益

販売費及び一般管理費

取 引 関 係 費

人 件 費

不 動 産 関 係 費

事 務 費

減 価 償 却 費

租 税 公 課

その他販売費・一般管理費

営 業 利 益

営 業 外 収 益

営 業 外 費 用

経 常 利 益

特 別 損 失

金融商品取引責任準備金繰入

税 引 前 当 期 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

額金

1,544,191

9,115

28,615

1,814,793232,870

5,533

1,809,259

541,551

210,362

20,007

444,570

35,432

15,371

1,335,98368,688

473,275

14

1,883

471,406

694694

470,711

146,227

△3,787

328,272

(単位：千円)

損 益 計 算 書

ＯＫＢ証券株式会社

自 2025年  4月  1日  至 2026年  3月 31日



株主資本等変動計算書

ＯＫＢ証券株式会社

自 2025年  4月  1日  至 2026年  3月 31日

(単位：千円)

当期首残高
当期変動額
当期純利益

当期変動額合計
当期末残高

資本金

1,500,000

0
1,500,000

繰越利益
剰余金

219,003

328,272
328,272
547,275

その他
利益剰余金 利益剰余金

合計

219,003

328,272
328,272
547,275

利益剰余金

株主資本
合計

1,719,003

328,272
328,272

2,047,275

株主資本

純資産合計

1,719,003

328,272
328,272

2,047,275



【重要な会計方針に係る事項に関する注記】

１．固定資産の減価償却の方法

有形固定資産(リース資産を除く)

無形固定資産（リース資産を除く）

リース資産

２．引当金及び特別法上の準備金計上基準

賞与引当金

役員退職慰労引当金

貸倒引当金

金融商品取引責任準備金

３．収益及び費用の計上基準

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を適用してお
り、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に
受け取ると見込まれる金額で収益を認識しております。

個　　別　　注　　記　　表

　当社の計算書類は、「会社計算規則」（平成18年２月７日法務省令第13号）及び「金融商品取引
業等に関する内閣府令」（平成19年８月６日内閣府令第52号）並びに「有価証券関連業経理の統一
に関する規則」（昭和49年11月14日付日本証券業協会自主規制規則）に準拠して作成しておりま
す。
　記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

（１）

　定率法を採用しております。（ただし、建物、建物附属設備及び構築物については、
定額法を採用しております。）また、主な耐用年数は次のとおりであります。

　建　　　物　 15年～50年
　器具・備品 　 4年～20年

（２）

　自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定
額法を採用しております。

（３）

　債権等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債
権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しており
ます。

（４）

　金融商品取引の事故による損失に備えるため、金融商品取引法第46条の5の規定に基
づき、「金融商品取引業等に関する内閣府令」第175条に定めるところにより算出した
額を計上しております。

（３）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係る「有形固定資産」中のリース資産は、
リース期間を耐用年数とした定額法により償却しております。なお、残存価額について
は、リース契約上に残価保証の取決めがあるものは当該残価保証額とし、それ以外のも
のは零としております。

（１）

　従業員への賞与の支給に備えるため、従業員に対する賞与の支給見込額のうち、当事
業年度に帰属する額を計上しております。

（２）

　役員に対する退職慰労金の支払に備えるため、内規に基づく当事業年度末における支
給見積額を計上しております。



４．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

　外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の為替相場による円換算額を付しております。

【貸借対照表に関する注記】

１．有形固定資産の減価償却累計額

２．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

短期金銭債権

短期金銭債務

【損益計算書に関する注記】

関係会社との取引高

営業取引による取引高

営業収益

営業費用

営業取引以外の取引による取引高

【株主資本等変動計算書に関する注記】

１．当事業年度末における発行済株式の数

　普通株式

２．当事業年度末における自己株式の種類及び総数

　該当ありません。

３．剰余金の配当に関する事項

【税効果会計に関する注記】

繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

　賞与引当金

　未払事業税

　その他

繰延税金資産小計

評価性引当額

繰延税金資産合計

△ 3,105 千円

9,796 千円

3,529 千円

12,902 千円

6,542 千円

333 千円

30,000 株

2,830 千円

１株当たり配当額

500円

基準日

決議予定

2026年6月17日
定時株主総会

233,443 千円

523,588 千円

40,813 千円

1,597,632 千円

55,386 千円

2026年3月31日

効力発生日

株式の種類

普通株式

2026年6月18日

配当の原資

利益剰余金

配当金の総額

15,000千円



【金融商品に関する注記】

１．金融商品の状況に関する事項

２．金融商品の時価等に関する事項

資産 ①現金・預金、②預託金、③約定見返勘定

負債 ①預り金

【関連当事者との取引に関する注記】

１．親会社及び法人主要株主等

上記金額のうち、取引金額には消費税等を含めておりません。

取引条件及び取引条件の決定方針等

　当社は、資金運用については短期的な預金等に限定しております。
　預り金は主に顧客から預った金銭の残高であり、金融商品取引法の定めに基づき、顧客分
別金として信託銀行に預託の上、分別管理しております。預託金は主に当該顧客分別金に係
る預託によるものであります。なお、流動性リスク管理の観点から、親会社である株式会社
大垣共立銀行にて当座貸越枠を設定し、資金調達を行っております。

　2026年３月31日（当事業年度の決算日）における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差
額については、次のとおりであります。

一般の取引と同様な条件で行っております。なお、取引金額は平均残高を記載しており
ます。

事務の受託に係る事務代行手数料の受入については、その業務内容を踏まえ、当社と株
式会社大垣共立銀行が適正と判断する額に決定しております。

現金・預金 1,556,272

資金調達 資金の借入(注１) 219,726 短期借入金 －

出向社員の受入

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、
当該帳簿価額によっております。

（単位：千円）

種類

人件費の支払(注４) 128,879

（注１）

（注２）

未収収益 23,386

金融商品仲介
業務の委託

金融商品仲介手数料
の支払(注３)

498,518 未払費用 55,133

親会社
株式会社
大垣共立

銀行

直接
100％

預金取引 預金の預入(注１) 1,550,954

事務の受託
事務代行手数料の受
入(注２)

232,870

会社等の
名　称

議決権等の
被所有割合

関連当事者
との関係

取引の内容 取引金額 科　目 期末残高

負債計 8,266,782 8,266,782 －

資産計 10,197,369 10,197,369 －

　①預り金 8,266,782 8,266,782 －

　②預託金 8,500,000 8,500,000 －

　③約定見返勘定 － － －

（単位：千円）

貸借対照表計上額 時　　価 差　　額

　①現金・預金 1,697,369 1,697,369 －



人件費については、出向元の給与水準に基づき決定しております。

【収益認識関係に関する注記】

収益を理解するための基礎となる情報

　主な収益を以下の通り認識しております。

　受入手数料

主として、①委託手数料、②募集、売出取扱手数料、③信託報酬であります。

①

②

③

その他の営業収益

【１株当たり情報に関する注記】

１株当たり純資産額 円 50 銭

１株当たり当期純利益 円 40 銭

信託報酬においては、運用会社（委託会社）との契約に基づき、委託された事務を履行す
る義務を負っております。当履行義務は、当社が受益者(ファンドの保有者)への収益分配
金および償還金の支払いや運用報告書の交付など日々事務を行うことと同時に運用会社に
より便益が費消されるため、一定期間にわたり収益を認識しております。通常の支払期限
について、投資信託約款に定める毎計算期末又は信託終了のときに支払を受けておりま
す。

　親会社（株式会社大垣共立銀行）から委託された事務に対する手数料であり、親会社との
契約に基づき、委託された事務を履行する義務を負っております。当履行義務は、当社が
日々事務を行うことと同時に親会社により便益が費消されるため、一定期間にわたり収益を
認識しております。通常の支払期限について、手数料計算基準日から翌月末までに支払を受
けております。

委託手数料においては、顧客と締結した取引約款・規定等に基づいて、売買執行サービス
等を履行する義務を負っております。当履行義務は、当社が注文を執行する都度充足され
ることから、約定時点（一時点）で収益を認識しております。通常の支払期限について、
履行義務の充足時点である約定日から概ね数営業日以内に支払を受けております。

募集、売出取扱手数料においては、有価証券の引受会社等との契約に基づき、募集・売出
に係るサービス等を履行する義務を負っております。当履行義務は、募集等の申し込みが
完了した時点で充足されることから、募集等申込日等の当該業務の完了時（一時点）に収
益を認識しております。通常の支払期限について、履行義務の充足時点である募集等申込
日から払込日又は受渡日等までに支払を受けております。

金融商品仲介業務の委託に係る仲介手数料の支払については、その業務内容を踏まえ、
当社と株式会社大垣共立銀行が適正と判断する料率を決定しております。

（注３）

（注４）

68,242

10,942
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